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央
の
位
置
に
，
そ
し
て

J
R
大

阪
駅
周
辺
で
は
，
駅
ホ
ー
ム
の
ビ
ル
の
陰
と
な
る
場
所
と
，
駅
と
阪
神
百
貨
店
に
囲
ま
れ
た
道
路
に
設
定
し

た
．
以
下
に
救
済
率
を
定
義
す
る
．
実
験
で
は
こ
の
定
義
の
下
に
行
っ
た
．

•
救
済
率

　
難
視
聴
エ
リ
ア
全
体
に
お
け
る
救
済
率

R
a
は
，
電
波
受
信
品
質
の
悪
い
端
末
の
う
ち
救
済
さ
れ
た

端
末
の
集
合
を

U
�
と
し
，
各
端
末

u
i
∈

U
�
の
電
波
受
信
品
質
が
悪
か
っ
た
時
間

T
b i
の
う
ち
，
救

済
さ
れ
た
時
間
を

T
r i
と
し
た
時
，
式

(7
)
で
定
義
す
る
．

R
a

=
�

u
i
∈

U
�

T
r i

T
b i

×
1
0
0

(7
)

こ
こ
で
，
救
済
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
，
受
信
品
質
の
悪
い
ノ
ー
ド
が
受
信
品
質
の
良
い
ノ
ー
ド
か

ら
デ
ー
タ
転
送
を
受
け
始
め
て
か
ら
，

t
秒
以
上
連
続
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
で
決
め
る
．
実
験

で
は

t
=

5
と
し
た
．

5
.3
実
験
結
果

(
1

)
各
環
境
モ
デ
ル
の
結
果

　
広
場
モ
デ
ル
，
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
，

J
R
大
阪
駅
周
辺
モ
デ
ル
に
お
い
て
救
済
パ
ス
が

2
ホ
ッ
プ
の

時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
中
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
図

5
～

7
に
示
す
．
図
中
の
ノ
ー
ド
間
を
結
ぶ
直
線

は
ビ
デ
オ
中
継
に
よ
る
救
済
を
表
し
て
い
る
．
図
の
白
色
の
エ
リ
ア
は
受
信
品
質
が
良
く
，
青
色
の
エ
リ
ア

は
受
信
品
質
が
悪
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
．
白
い
エ
リ
ア
に
い
る
ノ
ー
ド
か
ら
青
色
エ
リ
ア
の
ノ
ー
ド
へ
の

転
送
が
行
わ
れ
て
お
り
，

2
ホ
ッ
プ
以
内
で
救
済
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
．

図
5
広
場
モ
デ
ル

図
6
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル

図
7

J
R
大
阪
駅
モ
デ
ル

(
2

)
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
比
較

　
表

3
，

4
，

5
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
示
す
．
表
中
の
項
目
は
各
環
境
モ
デ
ル
で
の
難
視
聴
エ
リ

ア
滞
在
時
間
毎
の
端
末
数
と
そ
の
時
間
に
お
け
る
平
均
救
済
率
で
あ
り
，
各
項
目
に
つ
い
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
が

静
止
の
場
合
と
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル

(表
中
で
は
「
移
動

k
h
o
p
」
と
表
記

)
を
適
用
し
た
場
合
を
ホ
ッ

プ
数
ご
と
に
表
し
て
い
る
．
表
に
お
け
る
「
難
視
聴
エ
リ
ア
滞
在
時
間

(s
ec

)」
と
は
，
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
間

2
0
分
の
う
ち
で
受
信
品
質
が
悪
か
っ
た
時
間
の
合
計
値
の
こ
と
で
，

3
0
0
秒
間
隔
で

9
0
0
秒
ま
で

の
結
果
を
示
し
た
．
表
よ
り
，
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
と

J
R
大
阪
駅
モ
デ
ル
で
は
救
済
パ
ス
が

2
ホ
ッ
プ

で
約

7
0
%
以
上
の
救
済
率
を
達
成
し
，
広
場
モ
デ
ル
で
は
約

6
0
%
の
救
済
率
を
達
成
で
き
て
い
る
．

　
い
ず
れ
の
環
境
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
，
ホ
ッ
プ
数
を
増
や
す
に
つ
れ
救
済
率
が
向
上
す
る
こ
と
が
分
か
る
．

ま
た
，
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
静
止
の
場
合
は
サ
ン
プ
ル
数
，
救
済
率
は
安
定
し
て
い
る
が
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ

デ
ル
の
場
合
は
サ
ン
プ
ル
数
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
．
こ
の
原
因
は
，
静
止
の
場
合
は
，

2
0
分
間
移
動

を
し
な
い
た
め
ノ
ー
ド
数
の
変
化
は
小
さ
い
が
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
の
場
合
は
，
ノ
ー
ド
が
頻
繁
に

移
動
す
る
こ
と
で
救
済
パ
ス
の
接
続
と
切
断
が
繰
り
返
さ
れ
，
難
視
聴
エ
リ
ア
に
滞
在
す
る
た
め
で
あ
る
．

　
表

3
，

4
，

5
よ
り

3
種
類
の
モ
デ
ル
の
救
済
率
を
比
較
す
る
と
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
の
方
が
静

止
の
時
よ
り
も
救
済
率
が
高
い
．
こ
れ
は
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
で
は
，
ノ
ー
ド
が
頻
繁
に
移
動
す
る

こ
と
か
ら
新
た
な
救
済
ノ
ー
ド
や
中
継
ノ
ー
ド
が
難
視
聴
端
末
の
付
近
に
次
々
と
現
れ
る
た
め
と
考
え
ら

れ
る
．

　
次
に
図

8
，

9
に
救
済
パ
ス
が

2
ホ
ッ
プ
の
場
合
の
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
に
お
け
る
全
ノ
ー
ド
の
活
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表
2
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
の
設
定

広
場

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

J
R
大
阪
駅

ノ
ー
ド
数

5
0
0

5
0
0

5
0
0

フ
ィ
ー
ル
ド

1
0
0
0
x
1
0
0
0

1
0
0
0
x
1
0
0
0

5
0
0
x
4
0
0

端
末
通
信
範
囲

1
5
0

1
5
0

1
5
0

衝
突
検
知

C
S
M
A
/
C
A

減
衰
モ
デ
ル

ラ
イ
ス
-仲
上
分
布

ワ
ン
セ
グ

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
転
送
デ
ー
タ
レ
ー
ト

4
1
6
k
b
p
s

チ
ャ
ン
ネ
ル
数

3
ホ
ッ
プ
数

(T
T
L
)

1
,
2

3
章
で
述
べ
た
よ
う
に
歩
行
中
ノ
ー
ド
は
ワ
ン
セ
グ
放
送
を
視
聴
は
し
な
い
が
，
他
ノ
ー
ド
の
た
め
に

デ
ー
タ
の
中
継
は
で
き
る
．
ま
た
，
視
聴
中
ノ
ー
ド
は
止
ま
っ
て
ワ
ン
セ
グ
放
送
を
視
聴
し
て
お
り
，
デ
ー

タ
中
継
も
可
能
で
あ
る
．

表
2
に
示
す
よ
う
に
，
想
定
環
境
は
障
害
物
の
な
い
広
場
モ
デ
ル
，
障
害
物
の
あ
る
都
市
環
境
（
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
）
と

J
R
大
阪
駅
周
辺
モ
デ
ル
の

3
種
類
を
用
意
し
た
．

IE
E

E
8
0
2
.1

1
g
を
用
い
る
こ

と
と
し
，
通
信
範
囲
は

1
5
0
m
，
同
一
無
線
範
囲
内
で
の
利
用
可
能
通
信
帯
域
幅
は

5
M

b
p
s
と
し
た
．
ま

た
，

M
A

C
層
で

C
S
M

A
/
C

A
(C

a
rr

ie
r

S
en

se
M

u
lt

ip
le

A
cc

es
s/

C
o
ll
is

io
n

A
v
o
id

a
n
ce

)
が
使
用

で
き
，
キ
ャ
リ
ア
検
出
や
衝
突
回
避
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
と
し
た
．
ま
た
，
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
や

J
R
大
阪
駅
の
モ
デ
ル
な
ど
は
電
波
の
遮
蔽
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た
め
，
フ
ェ
ー
ジ
ン
グ

変
動
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
．
こ
の
こ
と
か
ら
減
衰
モ
デ
ル
と
し
て
ラ
イ
ス

-仲
上
分
布
を
用
い
る

こ
と
に
し
た

1
0
)
．

ワ
ン
セ
グ
映
像
転
送
の
ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
は
ワ
ン
セ
グ
放
送
で
の
実
際
の
数
値
に
基
づ
い
て

4
1
6
k
bp

s
と

し
，
本
実
験
で
は
，
受
信
強
度
の
違
い
に
よ
る
ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
の
変
化
は
考
慮
し
な
い
も
の
と
し
た
．
視
聴

チ
ャ
ン
ネ
ル
は

3
種
類
と
し
，
各
ノ
ー
ド
は
ラ
ン
ダ
ム
で

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
選
択
す
る
．
ま
た
，
救
済
パ
ス

が
1
ホ
ッ
プ
と

2
ホ
ッ
プ
の
場
合
に
つ
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
．

5
.2
実
験
方
法

3
種
類
の
想
定
環
境
モ
デ
ル
に
つ
い
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
静
止
の
場
合
と
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
の
場
合

に
分
け
実
験
し
た
．
ま
た
，
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
間
は

2
0
分
と
し
た
．

図
5
～

7
に
各
環
境
モ
デ
ル
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
示
す
．
難
視
聴
エ
リ
ア
は
各

環
境
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
位
置
が
異
な
る
．
電
波
塔
か
ら
の
放
送
波
の
方
向
を
考
慮
し
て
，
広
場
モ
デ
ル
は
局

所
的
に
複
数
の
難
視
聴
エ
リ
ア
を
設
定
し
，
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
で
は
中
央
の
位
置
に
，
そ
し
て

J
R
大

阪
駅
周
辺
で
は
，
駅
ホ
ー
ム
の
ビ
ル
の
陰
と
な
る
場
所
と
，
駅
と
阪
神
百
貨
店
に
囲
ま
れ
た
道
路
に
設
定
し

た
．
以
下
に
救
済
率
を
定
義
す
る
．
実
験
で
は
こ
の
定
義
の
下
に
行
っ
た
．

•
救
済
率

　
難
視
聴
エ
リ
ア
全
体
に
お
け
る
救
済
率

R
a
は
，
電
波
受
信
品
質
の
悪
い
端
末
の
う
ち
救
済
さ
れ
た

端
末
の
集
合
を

U
�
と
し
，
各
端
末

u
i
∈

U
�
の
電
波
受
信
品
質
が
悪
か
っ
た
時
間

T
b i
の
う
ち
，
救

済
さ
れ
た
時
間
を

T
r i
と
し
た
時
，
式

(7
)
で
定
義
す
る
．

R
a

=
�

u
i
∈

U
�

T
r i

T
b i

×
1
0
0

(7
)

こ
こ
で
，
救
済
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
，
受
信
品
質
の
悪
い
ノ
ー
ド
が
受
信
品
質
の
良
い
ノ
ー
ド
か

ら
デ
ー
タ
転
送
を
受
け
始
め
て
か
ら
，

t
秒
以
上
連
続
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
で
決
め
る
．
実
験

で
は

t
=

5
と
し
た
．

5
.3
実
験
結
果

(
1

)
各
環
境
モ
デ
ル
の
結
果

　
広
場
モ
デ
ル
，
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
，

J
R
大
阪
駅
周
辺
モ
デ
ル
に
お
い
て
救
済
パ
ス
が

2
ホ
ッ
プ
の

時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
中
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
図

5
～

7
に
示
す
．
図
中
の
ノ
ー
ド
間
を
結
ぶ
直
線

は
ビ
デ
オ
中
継
に
よ
る
救
済
を
表
し
て
い
る
．
図
の
白
色
の
エ
リ
ア
は
受
信
品
質
が
良
く
，
青
色
の
エ
リ
ア

は
受
信
品
質
が
悪
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
．
白
い
エ
リ
ア
に
い
る
ノ
ー
ド
か
ら
青
色
エ
リ
ア
の
ノ
ー
ド
へ
の

転
送
が
行
わ
れ
て
お
り
，

2
ホ
ッ
プ
以
内
で
救
済
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
．

図
5
広
場
モ
デ
ル

図
6
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル

図
7

J
R
大
阪
駅
モ
デ
ル

(
2

)
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
比
較

　
表

3
，

4
，

5
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
示
す
．
表
中
の
項
目
は
各
環
境
モ
デ
ル
で
の
難
視
聴
エ
リ

ア
滞
在
時
間
毎
の
端
末
数
と
そ
の
時
間
に
お
け
る
平
均
救
済
率
で
あ
り
，
各
項
目
に
つ
い
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
が

静
止
の
場
合
と
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル

(表
中
で
は
「
移
動

k
h
o
p
」
と
表
記

)
を
適
用
し
た
場
合
を
ホ
ッ

プ
数
ご
と
に
表
し
て
い
る
．
表
に
お
け
る
「
難
視
聴
エ
リ
ア
滞
在
時
間

(s
ec

)」
と
は
，
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
時
間

2
0
分
の
う
ち
で
受
信
品
質
が
悪
か
っ
た
時
間
の
合
計
値
の
こ
と
で
，

3
0
0
秒
間
隔
で

9
0
0
秒
ま
で

の
結
果
を
示
し
た
．
表
よ
り
，
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
モ
デ
ル
と

J
R
大
阪
駅
モ
デ
ル
で
は
救
済
パ
ス
が

2
ホ
ッ
プ

で
約

7
0
%
以
上
の
救
済
率
を
達
成
し
，
広
場
モ
デ
ル
で
は
約

6
0
%
の
救
済
率
を
達
成
で
き
て
い
る
．

　
い
ず
れ
の
環
境
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
，
ホ
ッ
プ
数
を
増
や
す
に
つ
れ
救
済
率
が
向
上
す
る
こ
と
が
分
か
る
．

ま
た
，
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
静
止
の
場
合
は
サ
ン
プ
ル
数
，
救
済
率
は
安
定
し
て
い
る
が
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ

デ
ル
の
場
合
は
サ
ン
プ
ル
数
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
．
こ
の
原
因
は
，
静
止
の
場
合
は
，

2
0
分
間
移
動

を
し
な
い
た
め
ノ
ー
ド
数
の
変
化
は
小
さ
い
が
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
の
場
合
は
，
ノ
ー
ド
が
頻
繁
に

移
動
す
る
こ
と
で
救
済
パ
ス
の
接
続
と
切
断
が
繰
り
返
さ
れ
，
難
視
聴
エ
リ
ア
に
滞
在
す
る
た
め
で
あ
る
．

　
表

3
，

4
，

5
よ
り

3
種
類
の
モ
デ
ル
の
救
済
率
を
比
較
す
る
と
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
の
方
が
静

止
の
時
よ
り
も
救
済
率
が
高
い
．
こ
れ
は
，
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
で
は
，
ノ
ー
ド
が
頻
繁
に
移
動
す
る

こ
と
か
ら
新
た
な
救
済
ノ
ー
ド
や
中
継
ノ
ー
ド
が
難
視
聴
端
末
の
付
近
に
次
々
と
現
れ
る
た
め
と
考
え
ら

れ
る
．

　
次
に
図

8
，

9
に
救
済
パ
ス
が

2
ホ
ッ
プ
の
場
合
の
ワ
ン
セ
グ
視
聴
型
モ
デ
ル
に
お
け
る
全
ノ
ー
ド
の
活
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